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１． 研究課題  

資源循環型社会の構築は、持続可能な開発目標（SDGs）の 12番目の目標に明記されるように、世

界的な課題のひとつとなっている。資源循環を促進するためには、所要エネルギーは小さいが現状

では分離精度の低い物理的分離濃縮技術を革新的に高度化することが重要である。 

本プロジェクトでは、新規電気パルス法を軸とした革新的な分離濃縮技術を開発する。開発の課

題は、対象に最適化した電気パルスの条件を見出すことであり、そのためには分離機構の解明と機

構に基づく適用性評価を必要とする。また、それらの技術がコスト、環境負荷、資源効率の観点か

ら評価・フィードバックし、最適化することで社会実装につなげていく。 

 

２． 主な研究成果  

自動車等の軽量化を考え検討されている、ボルト等の締結材に代わり鋼板を接着した系において、

接着面に突起を設けた構造により電気パルス放電を誘導し、放電に伴うプラズマ発生によるガス化

及びその膨張が、分離に有効であることが分かった（図１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

廃棄太陽光発電（PV）セルからの有用金属回収に適用するため、電気パルスを印加に伴う銀線の

爆発とそれに伴うプラズマの膨張により銀・銅が回収される機構を明らかにした（図２、３）。 

図１ 電気パルスを印加した突起付接着体の分離の様子（時間変化） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電気パルス法による LIB正極リチウムイオン電池（LIB）からの正極材剥離機構理解に基づき、ス

ケールアップに重要な、試料の大きさに対応して Al 集電箔に適切に温度上昇を可能とするエネル

ギーを投入するための制御方法を明らかにした（図４、５）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 電気パルスを印加した PV セルの状態 

(a) セル上電極位置 (b)銅バスバー 

(c) 銀（集電線）を多く含む粒子 

図３ PV セル銀線の爆発と樹脂カバー剥離 

 

図４ LiB 正極材 Al 箔温度の時間変化（計算値） 

 

LiB 正極長さ 200 mm、400 mm に適切に対応し、

約 300K の温度上昇（活物質バインダーの失活に必

要な温度上昇）をともに可能とした 

図５ 電気パルス分離後の LiB 正極材外観 (a) 200 mm、(b) 400 mm 

LiB 正極長さ 200 mm、400 mm に適切に対応し、Al 箔と活物質の分離が同様に可能となる 
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５． 研究活動の課題と展望 

電気パルス法を主軸とした革新的な分離技術開発が順調に進んでいる。得られた成果を引き続き

積極的に論文や学会発表等の成果として発出するとともに、より精緻な制御を目指して化学的な知

見および分析、観察手法を取り入れることを構想している。 


